
高等連携人材盲威システム

25年度 入塾式・修y発表書
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ご挨拶

平成 20年 10月 、香川大学が開設した「21世紀源内ものづくり塾 (以下、源内塾)」 は、

25年度から香川県産業成長戦略の産業人材創出支援事業として、再出発します。

この度、23年度に入塾した第 4期生が 2年間の受講課程を修了し、一方、25年度と

して第 6期生を迎えることになりましたので、入塾式と修了発表会を併せて行います。

源内塾は、香川におけるものづくり企業の明日を担う人材を育成するため、単に技術

がわかるだけでなく、マーケティングやビジネスプランの作成等経営マネージメントも

養成する実践的なプ回グラムにより、「売れるものづくり」が企画・開発できる若手リー

ダーを育成します。

25年度からは、従来の研究開発部門だけでなく、次代の経営を担う人材 (ものづくり

分野、ベンチヤーを含む)、 イノベーションの原動力となる人材、健康関連製品の開発

を目指す人材 (文部科学省、地域イノベーション戦略支援プログラム 「かがわ健康関
連製品開発地域」)など香川のものづくり企業全般に対象を拡大します。

また、育成する体制も、「地域で必要な人材は、自前で育成する」を基本に、香川大

学を中心に、香川高等専門学校、徳島文理大学、香川県立保健医療大学といつた香川県

内の自然科学系の大学と高専が連携し、香川の知の総力を結集して育成します。

そして、育成にあたっては、従来の「座学」、「課題研究」、「技術経営」といつた 2年

間の育成システムを基本に、「自ら学ぶ場」の提供を通じ、受講者が「教えられる」と

いう受け身でなく、主体的に取り組むことを基本に育成します。

具体的には、座学による集合教育をはじめ、マンツーマン方式の指導教員との面談、

ゼミ形式のグループディスカッション等多様な育成手法により、問題を発見し、それを

概念化する手法を学び、それらを解決する能力を徹底して鍛え、2年の育成課程が修了

すれば「ものづくリマイスター」の称号を授与します。

更に修了後には、企業で、また地域で一層活躍して頂くため、修了生による同窓会「源

内 OB会」という地域ネットワークにより塾生間で強固な絆を形成するなどして香川の
ものづくり産業の振興に貢献して頂きたいと考えています。

21世紀源内ものづくり塾
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(
司会 :香川大学微細構造デバイス統合研究センター

副センター長 高尾英邦

香川大学 理事

総務・研究担当 板野 俊文(1)主催者挨拶

香川県商工労働部

産業政策課長 浅野 浩司
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産学連携による「コア技術」の

見える化と磨き方 !

-

東京経済大学 経済学部
専任講師 山本 聡 氏

[コ メンテーター](株 )テクノ・インテグレーション

(1)修了生によるビジネスプラン発表    代表取締役 出川 通 氏

12)全体講評                      同 上

香川大学工学部特命教授

(3)審査結果発表              源内塾塾長  三原 豊

(4)修了式 (祝辞と称号授与)              同 上

以上

プログラム

1.入塾式 (1430～ 15ЮO)

2.  言己売素言講力表 (15:00-16:00)

3.修了発表会・修了式 (16:10～ 18:30

4.交 流会 (1840～ 1)10)【会場 :ステージと反対佃1のホール】



25年度生の募集について )

①受け入れ企業については、従来はマイクロ・ナノ技術に関連した企業でしたが、

25年度以降は、マイクロ・ナノ技術も含めた香川のものづくり企業全般に拡大

します。

②文部科学省地域イノベーション戦略支援プログラム かがわ健康関連製品開発
地域・人材育成ユニットの「ものづくリコース」と一体的に運営します。

25年度の入塾予定者 (9名 )

① 朝倉 健次   ( ニチエイスチール株式会社 )
② 入江 洋輔   ( 株式会社クシベウインテック )
③ 高橋 員司   ( 有限会社ファイトロニクス )
④ 田淵 久徳 ( 高松帝酸株式会社 )

⑤ 長崎 正彦 ( 吉野川電線株式会社 )

⑥ 野上 大介 ( 野上建設株式会社 )

⑦ 松佐 利治 ( 株式会社四国総合研究所 )

③ 三好 智裕 ( 株式会社パル技研 )

◎ 持木 博之 ( 富士産業株式会社 )

1.入 塾式
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産学連携による「コア技術」の
見えるイヒと磨き方 !

○氏 名
山本 聡 氏

○生年月日

1978年 9月 28日

○現 職

○経 歴
・慶応義塾大学商学部 卒業

・英国 The Un市ersty of Warwick経済学研究科 修了

。一橋大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

・機械振興協会経済研究所研究員 (2005年 4月 -2012年 3月 )
。東京経済大学経営学部専任講師 (2012年 4月 ―現在)

○受 賞
・商工総研 。中小企業懸賞論文本章受賞 (2000年度)

・慶應義塾大学商学会賞受賞

(卒論・規制緩和後の生活交通に対して)

。慶應義塾大学賞 (2001年度商学部首席卒業に対して)

・One ofthe Best Dissertation ofthe Year

(Warwick大学修士論文に対して)
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2.記 念講演

(1)演 題



○社会活動

・日本大学非常勤講師 (2012年 10月 ―現在)

。岩手大学地域連携センター特別講師 (2011年 2月、2011年 6月 )

。東京経済大学=多摩地域産学連携推進委員会副委員長

(2012年 9月 ―現在)

。ビジネス。キャリア検定試験経営戦略 3級 作問委員
。型技術協会型技術者会議実行委員会委員 (2010年 10月 一現在)

。宮崎県ものづくリリーディング企業育成支援事業委員会委員

(2011年 5月 -2012年 3月 )
。日本金型工業会東部支部」APANブランド育成支援事業専門家

委員 (2010年 8月 -2012年 3月 )
。宮崎県延岡市工業振興ビジョン推進事業 コーディネーター

(2010年 7月 -2011年 3月 )
。日本金型工業会金型産業ビジョン作成委員

(2010年 7月 -2011年 3月 )
。The lecturer′ ResearchヽЛeeting on thelmpact ofthe(31obal

Financial Crisis on SAllEs′ by Asian Productive Organization′

November 2010

(国際機関アジア生産性機構主催「中小企業における世界金融危機

の影響」国際研究会議講師)

・The[xpert′ Research on the lmpact ofthe(31obal Financial Crisis

on S,vlEs′ by Asian Productive Organization

(国際機関アジア生産性機構主催「中小企業における世界金融危機

の影響」国際研究委員会)

。(社)日本国ボットエ業会「RTの産業波及効果と市場分析調査」

実行委員会 :オブザーバー (2007年 4月 -2008年 3月 )

○活動記録

【著書】

・額田春華・山本聡編 [2012]『中小企業の国際化戦略』同友館

(序章「はじめに」、「第三章国内中小部品企業における取引関係の

国際化」)

。共著『ネットワークの再編とイノベーション』同友館、2012年

(「第六章中小製造業における絵画機受注獲得プロセスの国際化比較」)

【その他学術論文多数】

3 以上



業を取り巻く
書川大学「21世紀源内ものづくり塾」
平成25年度 入塾式 修了発表会

中小企業 :フルセット型産業構造

→特定顧客≒国内市場への過度の依存
産学連携による「コア技術」
の見える化と磨き方 !

東京経済大学 経営学部

専任講師 山本聡

Tei.042…328…7807

yamamotoOtku.acjp

東京経済大学

①人口減少

②大企業の海外生産展開

③アジア製造業の躍進

↓

廃業を選択する、ものづくり中小企業

顧客との取引慣行の変化

医
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出所 :経済産業省『機械統計年報』

ものづくり中小企業

:部品≒中間財を供給するサプライヤー
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技術をサービスとして

捉える→見える化

4

機械製造業の海外生産展開比率-2010年度
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出所 :経済産業省『企業活動基本田壺』他より作成

一方、幾つかのものづくり中小企業は事業を継

続・発展させている。

↓

「なぜ、なのか ?」

ものづくり中小企業

①経営資源の制約

②固有のコア技術

③中間財の特徴

中間財の特徴

①組織性

② 合目的性

③相互依存性

④継続性

進む

海外展開

■■ 生産金額 0生 産指数

量産機能
の喪失

基盤産業
の縮小

の変化と中小 造の変化と中小

国内金型産業の生産動向 (単位 :億円)



「他の加工技術に対して、自社の加工技術の代替可能
性と優位性を『提案』すること」

①他の方法で成形された部品を
い力ヽこ鋳造に代替するか

②切削加工で製作するモノを
より安価なプレス加工で提供

③インサート成形部品を金属から
プラステックに

↓

科学的手法の導入

|

因果関係の特定

測定、計測、解析

再現性の確立

「金型はサイエンスの塊に」

「アカデミックが技術獲得の間口」

産学連携が測定・解析能力をもたらす

科学的手法/アカデミックな手法を最も得意とす
るのは大学・学会。公設試

↓

大学・学会→営業能力の構築
・願客ニーズの獲得 (≒最新の技術動向)
・顧客との道遇の場
・共通言語
・外部連携・外部資源の獲得・活用

① ものづくり中小企業の業態とは?

② 産学連携

外部資源の搬入経路

大学・公設試に何を求めるか?
→測定・解析能力とコア技術の「見える化」
→「プロセス」を鍛える

③ 測定解析能力が「軸」になる。

提案力、顧客開拓・国際化、

既存企業との取引拡大、人材・組織

5

ものづくり中小企業の事例を見る

①測定・解析がものづくり技術を進化させる

② 産学連携が測定・解析能力をもたらす

ものづくり中小企業にとっての産学連携の意味とは?

産学連携を活用する。

③ 演1定・解析部門は顧客とのコミュニケーションの場
最も残業するのが、測定解析部門

④ 高度人材が測定・解析能力の基盤になる

ものづくり中小企業の人材獲得戦略

測定解析能力を軸にしたものづくり中小企業の進化    まとめ にか えて

/測定・解析部門は顧客とのコミュニケーションの場
→ 測定解析能力は、国際化の「軸」になる

/高度人材が測定・解析能力の基盤になる
→ 人材をどのように獲得するか ?
・外部からの獲得

・埋もれた内部人材の発掘


